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平成２９年４月１２日 

 
 

「第１７回 全国菜の花サミット in南相馬」 
シンポジウムでの事例報告及び分科会の実施について 

 
 

 平成２９年４月２２日（土）、２３日（日）に南相馬市文化会館（ゆめはっと）

において開催される「第１７回 全国菜の花サミット in 南相馬」において、シ

ンポジウムでの事例報告及び分科会を下記のとおり実施いたします。 

 

記 

 
「第１７回 全国菜の花サミット in 南相馬」 

◆日 時：平成２９年４月２２日（土）１２:００～１７:００ 

２３日（日） ９:３０～１４:４０ 

◆場 所：南相馬市文化会館（南相馬市原町区本町 2-27） 

     ２３日の分科会等は南相馬市内の各会場に分かれて開催します。 

◆主 催：第１７回 全国菜の菜サミット in 南相馬実行委員会 

◆参加概要： 

①４月２２日（土）１３:３０～１６:００ 

「トークでつなぐ事例報告」において、「被災地における農業再生」について

石井秀樹（うつくしまふくしま未来支援センター特任准教授）よりご報告いた

します。また、林 薫平（経済経営学類准教授）より、国際ロータリー財団の「グ

ローバル補助金」による南相馬市で開設する搾油所構想についてご紹介いたし

ます。 

②４月２３日（日） ９:３０～１１:２０ 

 労働福祉会館（南相馬市原町区小川町 322-1）において、石井秀樹を座長とし

た分科会「原子力災害からの農業再生～食農の安全安心」を開催いたします。 

 

なお、本サミットでは、国際ロータリー財団「グローバル補助金」により導

入する搾油器を展示いたしますので、ご覧ください。 

 

 
 

（お問い合わせ先） 
福島大学うつくしまふくしま未来支援センター 
特任准教授 石井秀樹 
電話：090-3876-6528 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：r641@ipc.fukushima-u.ac.jp 



主催：第17回 全国菜の菜サミット in 南相馬実行委員会
構成組織 : 福島県相双農林事務所・浜地域農業再生研究センター・JA ふくしま未来そうま地区本部・原町商工会議所・小高商工会・（一社）南相馬観光協会・小高観光協会・
　　　　　原町商店連合会・南相馬市ふるさと回帰支援センター・南相馬市旅館ホテル組合・（一社）原町青年会議所・福島県中小企業家同友会相双地区・あぶくま信用金庫・郵便局・
　　　　　南相馬農業復興協議会・ファーム蛯沢・復興浜団・南相馬市経済部農政課・福島大学うつくしまふくしま未来支援センター
共催：NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク・（一社）南相馬農地再生協議会・（一社）えこえね南相馬研究機構
後援：復興庁・福島県・南相馬市　協力：福島相双復興官民合同チーム

第17回 全国菜の花サミット in 南相馬実行委員会事務局
〒975-0031 福島県南相馬市原町区錦町2-67　一般社団法人南相馬農地再生協議会事務所内（火～金）
TEL/FAX 0244-23-5611　電子メール summit@yuna-chan.net　http://yuna-chan.net/

2017 年 4 月 22 日土・23 日日
メイン会場：南相馬市文化会館（ゆめはっと） 参加費：一般	1,000円

　　　　学生	 500円（南相馬市原町区本町2-27）
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  全国菜の花サミット
in 南相馬 2017

① 地元高校生の取り組み

② 被災地における農業再生

③ 原子力災害の現状と
 　　　　　　　その向き合い方

④ 菜の花との出会いと農地再生

「サミット in 南相馬」記念トーク
 チェルノブイリからフクシマヘ
　　　　　　　　　　　  ～菜の花が拓く未来～
　桜井勝延（南相馬市長）
　河田昌東（チェリノブイリ救援・中部理事）　
　藤井絢子（NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク代表）

福島県の食材・
福島県金賞受賞地酒

第17回

菜の花歓迎交流会 18：30 ～ 20：30
参加費：一般 6,000 円  高校生以下 3,000 円
会　場：ロイヤルホテル丸屋（JR 原ノ町駅前）

　東日本大震災から６年が経過し、少しずつ記憶から遠ざかる中、風評被害や
福島を見る目はいまだ偏見がみられます。被災地南相馬市では震災以降、様々
な問題に対し正面から取り組んで来ました。今後も見えない放射能不安や風評
といった、これまで経験のない闘いに臨まなければなりません。
ぜひこの菜の花サミットに参加いただきご声援を頂ければと思います。

４/22日 土

ウクライナ生まれ。 
ナターシャ６歳のとき、１９８６年４月２６日未明に父親
が勤務していたチェルノブイリ原発で爆発事故が発生し、
原発からわずか３．５キロで被曝した。 民族楽器バンドゥー
ラの音色に魅せられ、８歳の頃より音楽学校で専門課程に
学ぶ。２０００年より日本語学校で学びながら日本での本
格的な音楽活動を開始。２００５年７月、ウクライナ大統領訪日の際、首相官邸で
の夕食会に招待され、演奏を披露。 ２０１６年７月、これまでの活動が評価され、
外務大臣表彰を受ける。 その美しく透明な水晶の歌声と哀愁を帯びたバンドゥー
ラの可憐な響きは、日本で多くの人々を魅了している。 コンサート、ライブ活動
に加え、音楽教室、学校での国際理解教室やテレビ・ラジオなど多方面で活躍して
おり、その活動は教科書にも取り上げられている。

トークでつなぐ事例報告 13：30
～ 16：00

15：00 ～ 15：40

16：00 ～ 17：00

12：00	開場・受付
12：30	オープニング
	 　	セレモニー
13：00	開　　　　会
17：10	サミット宣言
		 閉　　　　会

菜の花は未来をつくる  復興から再生・創造へ

シンポジウム

記 念 公 演
ウクライナの歌姫
ナターシャ・グジー	コンサート
～水晶の歌声とバンドゥーラの可憐な響き～

撮影　広河隆一

 ★同時開催（地元物産展）特産ブース販売

★南相馬市の歌姫たち	MJC アンサンブル特別出演★



※ご記入いただきました個人情報は、エクスカーション以外の目的で使用することはありません。

お申し込みフォーム　FAX　0244-23-5611　〆切日平成 29 年４月 11 日（火）

申 し 込 み ＜ 新 規 ・ 変 更 ・ 取 消 ＞ 　 平 成 　 　 年 　 　 月 　 　 日
ふりがな 性　別 男・女 ふりがな 携　帯 ( 　 －  － 　  )

氏　名 所属・事業所区　分 一般
学生 E-mail

住　所

〒　　　　- 連絡先 ( 　 －  － 　  ) 原ノ町駅
～会場

送迎バス
希望

希望有

希望無しFAX
番号 ( 　 －  － 　  )

該当箇所に
〇を
お願いします

22 日
（土）

全体会
一般 1,000 円
学生　500 円

交流会
一般 6,000 円
学生 3,000 円

23 日
（日）
分科会

参加
箇所に〇

①原子力
　災害からの
　　　農業再生

②脱原発社会へ ③放射能との
　　向き合い方

④食べて学ぼう
　ヴァージン
　オイルの世界

エクスカー
ション

参加希望の方は
右の欄に〇

菜の花探訪および　　　
津波・原子力被災地見聞

2,000 円（昼食込み）

宿　泊

宿泊希望日 シングル ツイン 和室
（3 人）

和室
（4 人）

＊ 22 日、23 日いずれかのみ参加の方も参加費（一般 1,000 円・学生
　500 円）については、全員当日受付でお支払いください。

・宿泊ホテル名については後日事務局からご案内させていただきます。

・宿泊料金は、１泊朝食付 6,500 円～ 7,500 円が目安となります。
　当日、各自にてお支払いとなります。

・指定タイプは部屋数の関係上変更させていただく場合がございます。

前日泊
21 日（金）

当日泊
22 日（土）

後日泊
23 日（日）

申し込み受付後、受付メールを送付しますので当日受付へご持参ください。
また、交流会・宿泊参加申込者には別途確認書を送付いたします。

① 原子力災害からの農業再生　～食農の安全・安心～ （労働福祉会館）

② 脱原発社会へ　～エネルギーと暮らしの地域自立～ （健康福祉センター）

③ 放射能との向き合い方　～被災地で生きるために～ （サン・ライフ）

④ 食べて学ぼう バージンオイルの世界　～全国なたねの競演～ （ゆめはっと）

　南相馬市では、あの大震災の津波で 636 名が犠牲になりました。またその後の原子力災害では
20 キロ圏という同心円で分断され、昨年 7月 12 日にようやく避難指示が解除されました。この春
には小中学校が再開さらに小高工業高校、商業高校が統合し小高産業技術高校が誕生します。いま
だ 1万人を超える避難の中、復興から再生・創造へ向かう被災地の現状を直接確認ください。

先着 120 名〆切です。お早めに申し込みください。参加費 2,000 円（昼食込み）
福島県知事登録旅行業２種－ 243 号

東北アクセス株式会社
本社　福島県南相馬市原町区牛来石橋 114 － 3
　　　TEL.0244 － 23 － 2964 　総合旅行業務取扱管理者　大岩　靖幸

お 申 込 み 方 法
　①	 公式ホームページ		http://yuna-chan.net/
																																	　	（第 17回全国菜の花サミット in 南相馬 2017)	内の『お申込み』をご覧ください。）
																																	　	＊紙資源節約のためホームページからのお申込みにご協力お願いします。
																																	　	「第 17回	全国菜の花サミット in 南相馬実行委員会」summit@yuna-chan.net
　② FAX　0244-23-5611　下記『お申込みフォーム』を記入の上、送信ください。

◆宿泊に関するお問い合わせ先：南相馬旅館ホテル組合　0244-22-2722

菜の花畑探訪と津波・原子力被災地の現状  ～復興から再生・創造見聞～

４/23日 日 分 科 会 9：30 ～ 11：20

11：30 ～ 14：40エ ク ス カ ー シ ョ ン （体験型見学会）

※分科会の参加のみの場合も1日目と同じ参加費をいただきます

〈企画・実施〉

会　場
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